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2013年 度 京 都 大 学 構 内 遺 跡 調 査 の 概 要
京 都 大 学 吉 田 南 構 内 Ａ Ｎ 21 区 の 発 掘 調 査
京 都 大 学 病 院 構 内 Ａ Ｆ 17 区 の 発 掘 調 査








下のように発掘調査 ９ 件，立合調査21件を実施した（括弧内は図版 １ および表 １ の地点番
号）。
発掘調査　自家発電設備新営（本部構内ＡＺ30区） （第 ５ 章，図版 １ －397）
総合先端基盤研究棟新営（病院構内ＡＨ13区） （第 ４ 章，図版 １ －398）
京都大学（中央）学生寄宿舎吉田寮新棟新営（吉田南構内ＡＭ21区）
（整理中，図版 １ －399）
自家発電設備新営（医学部構内ＡＯ20区） （第 ５ 章，図版 １ －400）
京都大学学生集会所新営（吉田南構内ＡＭ21区） （整理中，図版 １ －401）
自家発電設備新営（北部構内ＢＦ32区） （整理中，図版 １ －402）
自家発電設備新営（本部構内ＡＴ21区） （整理中，図版 １ －403）
国際科学イノベーション拠点施設新営（本部構内ＡＵ28区） （整理中，図版 １ －404）
自家発電設備新営（北部構内ＢＡ28区） （第 ５ 章，図版 １ －405）
立合調査　自家発電設備等設置工事（学術情報メディア北館）（本部構内ＡＺ30区）
（第 １ 章，図版 １ －406）
国際科学イノベーション機械設備工事（本部構内ＡＶ27区） （第 １ 章，図版 １ －407）
国際科学イノベーション電気設備工事（本部構内ＡＵ27区） （第 １ 章，図版 １ －408）
総合研究棟（旧医学部F棟）改修その他工事（医学部構内ＡＰ20区）
（第 １ 章，図版 １ －409）
学術情報メディアセンター北館改修電気設備工事（本部構内ＡＹ30区）
（第 １ 章，図版 １ －410）
総合研究棟（旧総合解剖センター）改修その他工事（医学部構内ＡＰ20区）
（第 １ 章，図版 １ －411）
自家発電設備新営（医学部構内ＡＬ17区） （第 ５ 章，図版 １ －412）
自家発電設備新営（医学部構内ＡＮ17区） （第 ５ 章，図版 １ －413）
高圧受変動設備等工事（北部構内ＢＧ36区） （第 １ 章，図版 １ －414）
給水センター・薬草園等移設工事（病院構内ＡＩ12区） （第 １ 章，図版 １ －415）





















高圧受変動設備等工事（北部構内ＢＫ30区） （第 １ 章，図版 １ －417）
自家発電設備新営（医学部構内ＡＭ20区） （第 ５ 章，図版 １ －418）
自家発電設備新営（病院構内ＡＧ11区） （第 ５ 章，図版 １ －419）
自家発電設備新営（病院構内ＡＪ14区） （第 ５ 章，図版 １ －420）
合宿型研修施設（Ⅱ期）新営その他工事（医学部構内ＡＰ16区）（第 １ 章，図版 １ －421）
自家発電設備新営（北部構内ＢＧ32区） （第 ５ 章，図版 １ －422）
自家発電設備新営（北部構内ＢＢ30区） （第 ５ 章，図版 １ －423）
自家発電設備新営（医学部構内ＡＰ20区） （第 ５ 章，図版 １ －424）
屋外汚水管改修工事（医学部構内ＡＰ17区） （第 １ 章，図版 １ －425）
本部構内街灯工事（本部構内ＡＺ30区） （第 １ 章，図版 １ －426）
資料整理　国際人材交流拠点新営（吉田南構内ＡＮ21区） （第 ２ 章，図版 １ －378）
総合高度先端医療病棟新営（病院構内ＡＦ17区） （第 ３ 章，図版 １ －385）






























調 査 の 成 果
4設置が計画され，発掘調査と立合調査がおこなわれた。以下に，発掘調査された地点のな
かで，とくに重要な知見をもたらした地点について略述する。
　本部構内ＡＺ30区の調査地点は，本部構内の東北部に位置し，吉田本町遺跡に含まれる。
縄文時代から江戸時代にかけての遺物が出土した。特筆すべき点は，層位のなかで，鬼界
アカホヤ火山灰（Ｋ－Ａｈ）の堆積が確認されたことである。また，火山灰層よりも古い
土層からは， １ 点の土器片が出土した。縄文時代早期の遺物である可能性が高い。
　医学部構内ＡＯ20区の調査地点は，医学部構内の東辺に位置し，吉田橘町遺跡に含まれ
る。表土の直下で，黄褐色粘土層の上面が検出され，遺物包含層の多くが削平されていた
状況が明らかになった。しかし，調査地点の北半では，中世の井戸状の遺構などの深い掘
込みの下部が残存していた。本調査地点の南方にある134・248地点や，北方にある74地点
で確認された，砂や粘土を採取した遺構とみられる不定形の掘込みは，本調査地点では検
出されなかった。中世後半の土器類を中心に，縄文時代から中世にかけての遺物が出土し
た。
　北部構内ＢＡ28区の調査地点は，北部構内の西南隅に位置し，北白川追分町遺跡の西端
にあたる。調査の結果，周辺の調査地点でも確認されていた，弥生前期の地表面が改めて
確認された。また，北方の208地点で検出されていた平安時代以前に遡る流路の南延長が
検出された。最も重要な点は，幕末期の土地利用について明らかになったことである。
208地点の南端では，土佐藩邸の堀跡がみつかっていたが，そのすぐ南にある本調査地点
では，耕土層の広がりが確認された。これはつまり，当時，藩邸の堀と今出川通りの間に
耕作地が広がっていたことを示す。出土遺物は，ほとんどが近世の土器・陶磁器であった。
京都大学構内における立合調査　　発掘調査以外にも，本年度は多数の立合調査がおこ
なわれた。それぞれの地点で，各時期の遺物包含層の広がりが確認された。なかでも，病
院構内ＡＩ12区（415地点）で確認された近世の道路・溝は，東方の398地点で検出された
ものの延長と考えられ，重要である。また，吉田南構内ＡＰ21区（416地点）では，平安
時代～室町時代を中心とする時期の包含層が良好に遺存しており，溝とみられる落込みや
陶器甕の一括出土など，多数の遺物が出土した。古墳時代の方墳や平安時代の梵鐘鋳造遺
構をはじめ，各時期の遺構が濃密に確認されている111地点に西接する位置にあたり，密
度の濃い遺構群が西方にも広がっている状況があらためて確認されたといえる。
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